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査（2012年 5 月より2017年 3 月まで）の結果の概要をまとめた．調査内容は，（ 1 ）空間ガンマ線スペクトルの“そ






































































図 1 ．川内北キャンパスグラウンドの模式図と 
サンプリング地点．　　　　　　
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1 2012/05/07 0.12 DIK 無
2 2012/05/14 0.10 SP 無
3 2012/11/14 0.09 SP 有
4 2012/11/28 0.10 DIK 無
5 2013/05/22 0.10 SP 有
6 2013/12/11 0.08 SP 有
7 2014/05/28 0.07 SP 無
8 2014/11/19 0.07 SP 有
9 2015/12/02 0.05 SP 有
10 2017/03/08 0.04 SP 有 グラウンド整備工事後
11 2017/03/30 0.04 無 有 〃
* SP: スクレーパープレート（深さ 8 cmまで），DIK: コア試料（深さ30 cmまで）
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図 2 ．NaI（Tl） 検出器を用いて得られたガンマ線スペクトル（ 地表 1 m ）．スペクトルに付した番号は表 1 中の測
定番号に相当する．番号 3 ：2012/11/14，番号 8 ：2014/11/19，番号 9 ：2015/12/02，番号11：2017/03/30.
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図 3 ．Cs-134 のピーク（図 2 中の400チャンネル付近）
計数率の時間変化．　　　　　　　　　　























図 4 ．Cs-137 濃度の深さ分布．図中の番号は表 1 の
測定番号を表す．測定番号 2 ：2012/05/14，
　　　測定番号 7 ：2014/05/28，測定番号 9 ：2015/12/02，
測定番号11：2017/03/08.　　　　　　　　　　　　　　　　　
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図 ６ ．Cs-137 の土壌中での半減厚みx1/2（t）（●）と
　年ごとの移行長（□）の経過年数依存性．
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